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熊本県天草家畜保健衛生所

11月は薬剤耐性（AMR）対策推進月間です。

抗生物質や合成抗菌剤の抗菌性物質は、人や動物の健康を守るうえで極めて重要
な製剤ですが、使い過ぎたり、適正に使用しないと抗菌性物質に効かない細菌（薬
剤耐性菌）が増えることで、人の医療や獣医療へのリスク要因となります。
日本では、薬剤耐性（AMR）に関する全国的な普及啓発活動を推進するため、

１１月を薬剤耐性（AMR）対策推進月間に設定し、獣医師及び生産者の主体的な取
組を促していくこととしています。畜産業における基本的な薬剤耐性対策（以下）
を参考に、取り組みをお願いします。

出典：農林水産省

薬剤耐性菌の発生を予防し、今後も抗菌性物質を有効に使って
いくために、獣医師と生産者の協力が必要です。

●獣医師における対策
・抗菌性物質の慎重使用の徹底
診療の結果、抗菌性物質を使用の是非を十分検討し、必要があると判断した

場合、薬剤の有効性、投与方法、体内動態、使用禁止期間・休薬期間、抗菌ス
ペクトル等を総合的に考慮して、最大限の効果を上げ、薬剤耐性菌の出現を最
小限に抑えるよう使用する。
第二次選択薬の投与は、第一次選択薬が無効の場合に限定しましょう。

●生産者における対策
飼養衛生管理水準を向上させ、家畜の健康状態を良好に維持することで、抗

菌性物質製剤の使用を抑えることができます。
・飼養衛生管理基準の遵守
・適切なワクチン接種
・飼養環境（畜舎内の高・低温、高・低湿度、換気不良等）の改善
・適切な飼料給与及び衛生管理
・日頃から家畜の観察を十分に行い、健康状態を把握するともに、異状が確認
された場合には、重症化しないように速やかに診察を受ける。



近隣諸国における海外悪性伝染病発生状況
病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

口蹄疫
（FMD）

不明 中国 牛 令和6年10年22日

アフリカ豚熱
（ASF）

韓国 豚 令和6年10月13日

高病原性
鳥インフルエンザ
（HPAI）

H5N1 韓国
採卵鶏
あひる

令和6年10月29日

令和6年(2024年)11月1日現在

近隣諸国における海外悪性伝染病発生状況

今シーズンも飼養家きんにおいて
高病原性鳥インフルエンザが発生しました

家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。
天草家畜保健衛生所 電話番号０９６９－２２－３６６８

通報

熊本県で獣医師になろう！
（短編）二次元バーコード

熊本県で働く獣医師の職業紹介動画ができました！
右の二次元バーコードから動画が視聴できますので、
是非ご視聴ください。

令和6年１0月１７日、北海道の肉用鶏飼養農場において高病原性鳥インフルエンザ
（H5N1亜型）の疑似患畜が確認されたのを皮切りに、千葉県（１0月２3日）、新潟県
（１0月２６日、１１月６日）、島根県（１0月３１日）及び香川県（１１月７日）の採
卵鶏農場において発生が確認されています。
今シーズンは既にハヤブサやオオタカなどの猛禽類を含む野鳥でも国内で6例がH5N1

亜型と確定したほか、高病原性鳥インフルエンザ感染疑い事例も続発しています。渡り鳥
の飛来が本格化する中で、環境中のウイルス濃度が高くなる可能性があることから、引き
続き、環境中に広く本病ウイルスが存在していることを念頭に厳重に警戒する必要があり
ます。


